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専門員支援 という観点から、研修会 を開催 し、医療や介
護の専 門知識の習得や事例困難なケアプラン作成の検討




















　 七戸 町 ・東北町 に勤務する介護介護支援専門員61






とし、評価 に一切関係 しないことを明記 し、回答を
もって同意 とした。
Ⅳ．分析の方法 と結果
　分析 にはSPSSver15を 使用 した。61名 からの回答 を
得,回 収率100%で あった。
　負担感については,鈴 木(2003)が 作成 したスケール
を使用 した。職務満足については安達(1998)が 開発 し
た職務満足スケールを使用 した。安達はハーズバーグの
2要 因理論 を基本 として,給 与 という領域 を追加設定 し
ている。安達はこのスケールは他分野にも活用可能であ
ることを述べている。職員の利用者への関わりについて
は石田(2006)が 作成 した項 目を使用 した。その他に施






難ケースへの連携での取 り組み」「今後 もケアマネ とし





5%を わずかに超えているが 「今後 もケアマネとして働 きた
い」が0.058で あった。R2乗 値は0.955で あった。影響
の方向性 として,仕 事仲間との共通理解が 「ない」 と感 じ
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いない事業所 もあり,同 僚に相談 した くても相談で きな
い介護支援専門員 もいる。今後はこれまで同様,介 護支
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